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                    平成１８年度 上越市国際教育推進プラン（実施計画） 
 
 市町村名       ：新潟県上越市 
 担当者名（職名）   ：阿部 純子（上越市教育委員会学校教育課指導主事） 
 連絡先         TEL：025-526-5111(内線1324)   FAX：025-526-6184 

   E-mail：jabe@jorne.or.jp 

 

１ 学校等概要（平成１８年５月１日現在）                                         

（１）市立小学校 ５４校／児童数 １１，９６２人 

（２）市立中学校 ２２校／生徒数  ５，９４８人 

   ＊他に、上越教育大学附属小・中学校が各１校                             

  

２ 連携先ＮＰＯ法人等 

（１）上越教育大学 

①昭和５３年１０月１日設置（内閣府又は地方自治体認証：昭和５３年６月１７日）       

②代表者：上越教育大学学長 渡辺 隆 

③所在地：〒943-8512  新潟県上越市山屋敷町１番地     

ＴＥＬ：025-522-2411（代表） ＦＡＸ：025-521-3220   

④設立趣旨・目的 

    

 

 

 

 

（２）上越国際交流協会＝ＪＯＩＮ （平成１８年度途中から連携開始） 

①平成８年３月２日設置      

②代表者：会長 川室 京子 

③所在地：〒943-0821 新潟県上越市土橋１９１４－３ 上越市市民プラザ内     

ＴＥＬ：025-527-3615  ＦＡＸ：025-522-8240 

④設立趣旨・目的 

 

 

 

 

 
（３）上越地域学校教育支援センター＝Ｊ-ＳiＲＣ（平成１８年度途中から連携開始） 

   ①平成１４年３月６日設置 

  ②代表者：理事長 加藤 淳一   

  ③所在地：〒943-0834  新潟県上越市西城町２－１０－２５５ 

ＴＥＬ：025-521-2908  ＦＡＸ：025-521-2933     

④設立趣旨・目的 

    
 

 

 

 

 

 

 

初等中等教育教員に研究・研鑽の機会を提供することを趣旨とする大学院修士課程と、初等教育教
員を養成する学部を持ち、学校教育に関する理論的・実践的な教育研究を推進する。また、兵庫教育
大学、岡山大学、鳴門教育大学と連携協力して、教育研究組織を編成し、学校教育に関する実践的研
究を行い、それを踏まえた高度の研究・指導能力を備えた人材を育成することを目的とする。 

学校教育には、全ての教育活動を通して、一人一人に即した生きる力を育むことを目指し、仲間
と連携・協力して活動できる地域社会の構成員としての資質を育成することが強く求められていま
す。社会では、地域の子どもたちを地域の力で育てることの大切さが認識され、そのための様々な
支援事業が NPO 活動として広く展開されています。今まさに、地域が自らの大切な子どもたちの育
成を負託している学校に対して、地域の総力を挙げ、ネットワークを生かして、学校教育への支援
体制を築いていくべき重要な時期を迎えています。この課題に応えるために、上越地域学校教育支
援センターを設立しようとするものであります。 

市民が主体となって、多文化共生と国際理解及び海外諸都市との友好親善を深めるため、産業・
文化・スポーツ・教育・学術等幅広い分野で、国際交流を積極的に推進し、世界の平和を願う、開
かれた国際平和都市の構築に寄与することを目的とする。 

＜協会の事業＞ ・グローバルな意識の醸成  ・市民活動の活性化  ・上越市委託事業 
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３ 課題やねらい 

【平成１７年度末までの状況】 

１ 各学校はこれまで、学習指導要領の内容に基づき、学校や地域の実態に合わせて指導内

容を決め、異文化を理解し尊重する学習、郷土の文化や歴史を大切にする学習、自分の考

えや意思を表現する学習などを中心とした国際理解教育を実施してきた。 

２ 異文化を理解し尊重する学習については、調べ学習だけでなく、地域の外国人を講師に

招いて文化を紹介してもらったり、また実際に行事や料理作りを体験したりするなど具体

的な活動を通して、児童生徒は学習した国を中心に諸外国への興味・関心を高めている。

３ 郷土の文化や歴史を大切にする学習については、学校職員による指導に限らず、地域の

人材や様々な団体からのゲストティーチャーを招き、児童生徒の発達段階に応じて、地域

の自然探検、地域の歴史や偉人についての調査、地域の伝統文化の体験を通して、郷土を

愛する心が育ち始めている。 

４ 自分の考えや意思を表現する学習については、国語科での「伝え合う力」の育成、英語

科での「実践的コミュニケーション能力」の育成だけでなく、ＡＬＴを活用した英語活動、

ソーシャルスキルトレーニングにも力を入れる学校が増えてきた。 

５ 上越市では外国籍の児童生徒や帰国児童生徒が増えてきている。上越市教育委員会では、

保護者及び本人の希望があれば、居住区の学校への就学を認めている。受入れ先の学校で

は、市教育委員会や地域の国際交流協会との連携を図りながら校内の指導体制を工夫し、

児童生徒が同じ学級に学ぶ仲間として仲良く生活できるように配慮している。 

 

【課題】 

１ 国際教育推進プランの目標である「国際社会において、地球的視野に立って、主体的に

行動できる人材の育成」を受け、上越市の実態に合わせた国際教育の内容及び方法と上越

市の児童生徒が身に付けるべき資質・能力を明確にし、それに基づいたカリキュラムを作

成する必要がある。 

２ これまでの国際理解教育での成果を生かしながら国際教育を実施していくために、これ

まで活用してきた地域の人材や教育資源、それぞれの教育活動による成果を上越市全体の

共有財産として活用しやすく整備する必要がある。 

３ 各学校で、全ての教職員が教育活動全体を通して自信をもって国際教育を実施するため

には、国際教育についての理解を深め、授業の場における指導力を高めるための研修が必

要である。 

 

【本事業のねらい】 

１ 上越市における国際教育の方向性を明確にし、国際社会に生きる上越市の児童生徒が身

に付けるべき資質能力を育成するためのカリキュラムを開発する。 
２ 地域の人材や教育資源を有効活用し、自信をもって児童生徒を指導できるよう教員の授

業力を向上させる。 
 

 

４ 活動計画 

  （１）中核校    （平成１８年５月１日現在）                                      

    学 校 名                所   在   地 児童生徒数 教員数 

針小学校       〒944-0131 上越市板倉区針1129 １５６ １３ 

 板倉中学校     〒944-0131 上越市板倉区針1034-1 ２３０ １９ 
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（２）協力校    （平成１８年５月１日現在）                                      

    学 校 名                所   在   地 児童生徒数 教員数 

 宮嶋小学校     〒944-0111 上越市板倉区宮島180 ７０ １２ 

 山部小学校    〒944-0121 上越市板倉区山部253 ８８ １０ 

 豊原小学校    〒944-0141 上越市板倉区高野730-4 １１７ １０ 

 

（３）活動テーマ  メインテーマ①：グローバルな課題や地域の特性を生かした取組 

サブテーマ ②：小・中一貫した取組 

小・中９年間を見通した教育活動全体を通して、市町村合併により広域化した上越市の豊か

な人材や教育資源を有効活用しながら国際教育を行うことにより、国際社会で自立・共生して

心豊かに生きる児童生徒を育成するカリキュラムを開発する。 

 

（４）具体の内容 

①カリキュラムの開発について 

・以下の３つの視点から教育活動全体を通して国際教育を展開するために、発達段階に応じ

た主な実践内容を示したモデルカリキュラムを作成し、中核校及び協力校で実施する。 
＊多様な価値を理解し認め合う資質能力を育てる教育活動（異文化理解学習） 
＊自国や郷土の文化と伝統を理解し尊重する心を育む教育活動（郷土学習） 
＊コミュニケーションへの意欲を高め、基礎的なスキルを身に付ける教育活動（コミュ

ニケーションスキル習得学習） 
・モデルカリキュラムの作成、単位時間の授業構想と実践、授業評価等については、上越教

育大学や特色ある教育活動を行う学校等との連携により、理論と実践の両面から検証を行

う。 
・中核校、協力校以外の学校での国際教育の実施状況、成果や課題を把握し、次年度のカリ

キュラム開発・授業実践に反映させる。 

②地域のネットワーク化やワークショップの実施 

・教育資源を共有し、実践例の集積や情報提供等が容易となるように、上越市の豊かな人材

や教育資源、特色ある教育活動を行う学校、ＮＰＯや大学など関係機関のネットワーク化

を図る（仮称：国際教育支援ネットワーク）。また、各学校が地域の実態や学校課題に合

わせて利用しやすいようにネットワークを整備する。 

・中核校、協力校をはじめ、他校での実践を参考にしながら自校の国際教育の実践を振り返

り、指導過程や指導方法、教育資源の活用等についての学び合いや情報交換の場となるよ

うなワークショップを開催する。ワークショップで出された各学校での成果や課題は、国

際教育支援ネットワークに反映させて、カリキュラムの開発や授業力向上のための研修に

生かす。 

・各学校で国際教育支援ネットワークを活用した国際教育の授業実践・授業評価ができるよ

うに、市教育委員会並びに国際教育推進協議会（仮称：後述の推進協議会）が中心となっ

て教師の授業力向上のための研修を行う。 

③その他の取組 

  研修会やワークショップに参加できない上越市立学校の教職員が様々な情報を共有できる

ように、研修内容の概要を上越市教育委員会学校教育課のイントラネット「教育支援システ

ム」上で紹介する。 
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（５）推進体制：上越市国際教育推進協議会（委員１９名 うち事務局兼任３名を含む） 

【内訳：学校関係９名、大学関係６名、ＮＰＯなど２名、市教育委員会関係２名】 

本事業の実施に当たり、組織的かつ機能的に推進するために、ア～ウの「国際教育推進

協議会」を組織する。また、本協議会には、正副委員長と事務局を置く。 

ア 全体協議会 
・上越市教育委員会が国際教育推進協議会委員として委嘱した委員全員で構成する。 

     ・協議会での議事の進行は、正副委員長が行うことを原則とする。 
・関係機関との連絡調整を図りながら、議題の審議及び実践を推進するための指導

助言を行う。 
イ ワーキング協議会 
 ・カリキュラム作成、授業力向上、ネットワーク構築など具体的事業内容実施に関す

る協議を行う。 
・関係協議会委員を中心に、委員及び委員以外の協力者や関係者で構成する。 
・協議会での議事の進行は、互選により選出された議長が行う。 
・各分野の具体的な実施内容に関する計画、実践を推進するための議事を行う。 

    ウ 連絡協議会 
     ・事務局兼任の委嘱を受けた推進協議会委員が、本事業の運営や事業全体の推進にお

いて、関係者との連絡調整、文書及び会計処理など庶務を行う。 
・事務局兼任委員だけでなく、関係する委員や外部団体との連絡のために開催する

ことができる。 
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上越市国際教育推進プラン（平成１８年度事業実施報告書） 

                              
   
     上越市教育委員会 

                                   
 
１ はじめに ～上越市における国際理解教育と国際教育推進プラン～ 

 
学校教育では、全ての学校が学習指導要領の趣旨に基づき、各教科や総合的な学習の時間、道徳等

において国際理解教育に関するさまざまな教育活動を行うことになっている。上越市においても、全

ての小・中学校は「平成 18 年度上越市学校教育実践上の重点」に位置付けられた「自己の確立を図

り、他と共生できる資質・能力を育てる国際理解教育の推進」に向けて、異文化理解学習、郷土学習、

コミュニケーションスキル習得学習という３つの視点から、異文化理解や交流活動にとどまることな

く、さまざまな人や文化、伝統とふれあいながら自分を取り巻く身近な地域や郷土のよさを見直し、

自他の向上のために様々な情報を収集したり発信したりする教育活動を工夫している。 
 
 
  
  
 
 
 

 
 
 
本事業の趣旨を受け、また「初等中等教育における国際教育推進検討会報告」の内容を意識しなが

らも上越市らしい国際教育を推進するためには、新しい取組を行うのではなく、これまで実施してき

た国際理解教育の方向性や内容及び各学校が実施している特色ある教育活動をベースとし、教育活動

全体を通して実施することが大切である。 

そこで、上越市における国際教育のねらいを、「平成 18 年度上越市学校教育実践の重点／国際理解

教育」よりも上位目標として「上越市学校教育実践上の重点の構造図」（下図）に掲げられた表現を

生かして設定し、本事業実施にかかるイメージ図（次ページ）を作成した。 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実践上の重点 実践の視点 主な実践内容 

多様な価値観を理解し認め合う資質・能力を育て

る異文化理解学習の実施 
地域の人材や外国語指導助手（ＡＬＴ）等の計画的活用 

自国や郷土の文化と伝統を理解し尊重する心を

はぐくむ教育活動の展開 

自国や郷土の歴史、文化、伝統等にふれる学習活動の

工夫 

国際理解教育 
自己の確立を図り、

他と共生できる資質・

能力を育てる国際理

解教育の推進 コミュニケーションへの意欲を高め、基礎的なス

キルを身に付ける教育活動の実施 

コミュニケーションスキルを高めるための小・中学校９年

間を見通した指導計画の作成と実施 

「平成 18 年度上越市学校教育実践上の重点」に位置付けられている「国際理解教育」の内容 

学ぶ力
豊か

な心
健やか
な体

上越市学校教育目標

学ぶ喜びや充実感に満ちた学校運営

地域や学校の実態を生か

した特色ある教育課程 自立・共生して心豊かに生きる力をはぐくむ　
　　　　　　　　　教育の推進

自己指導能力をはぐくむ生徒指導

一人一人に応じた必要な支援を実践する特別支援教育

幼稚園
教育

情報教育 キャリア教育健康教育

同和教育

健康教育

同和教育 環境教育 国際理解教育

学習指導
(各教科・総合）

道　　徳 特別活動

教
育
課
程
の
各
領
域
を
関
連

付
け
た
指
導

上越市学校教育実践上の重点の構造図 

 
  ≪本事業のねらい≫ 
 

◎カリキュラム開発 
 上越市における国際教育の

方向性を明確にし、国際社会

に生きる上越市の児童生徒が

身に付けるべき資質・能力を

育成するためのカリキュラム

を開発する。 
 

◎授業力の向上 
地域の人材や教育資源を有

効活用し、自信をもって児童

生徒を指導できるよう、教員

の授業力を向上させる。 

≪上越市国際教育のねらい≫   
     国際社会で自立・共生して心豊かに生きる児童生徒の育成 
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２ 平成１８年度の主な実施内容 
   
文部科学省からの指定後、平成 18 年 8 月 1日付けで上越市国際教育推進協議会を設置し、本事業 

のねらい達成に向けて、以下の内容を実施した。 
 
（１）カリキュラム開発にかかる実施内容 
・中核校、協力校における従来の教育活動の見直し 

 ・国際教育に関する児童生徒及び教職員の実態調査 
・先進地域での視察及び関係機関からの情報収集（後述【参考１】参照） 
・「９年間を見通した国際（理解）教育で身に付けさせたい資質・能力一覧表」作成（後述） 

 
（２）授業力の向上にかかる実施内容 
・教職員研修会「国際社会に生きる日本人に求められる資質・能力とは」の開催 

   （講師：目白大学外国語学部 多田孝志教授） 
・国際教育推進研修会・懇談会の開催 

 ・既存の教育課程内での授業実践（後述） 
                      
（３）国際教育推進に関係する従来からの実施内容 

  ・ＡＬＴを活用した小・中学校における英語活動 
   及び国際理解教育での指導補助   

・外国籍児童生徒の就学相談及び外国人・帰国児 
  童生徒への日本語支援 

 
（４）その他の実施内容                
・「上越国際教育推進だより」の作成と配付   
・国際教育支援ネットワーク構築に向けての情報 
収集 

・市民や教職員を対象としたワークショップ 
「食育の立場から学ぶ国際理解教育」の開催（教職員、児童生徒を含む市民等約 300 人参加） 

 

上越市国際教育推進プランイメージ図 （３つの視点の関係図は後述【参考２】参照） 

ワークショップで韓国の遊びを楽しむ児童 
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①中国人留学生と水餃子作りを通しての交流  
②バランスガイドについてのミニ講演 
③水餃子とウーロン茶の試飲食 
④アジアの芸能文化の展示と芸能披露 
⑤民族衣装の試着と遊び体験など  
⑥お祭り広場での食文化についてのミニ講演 

・国際（教育）教育に関するホームページの作成 
（平成１８年度中はデモ版のみ公開） 

     http://www.ngt.ed.jp/~kokusai/    
（デモ版終了後はアドレスが変わります）                                 

 
 
３ 国際教育推進にかかる学校での取組 
 
（１）育てたい資質・能力の具体化 

小・中学校が連携して国際（理解）教育を実施するため、中核校である針小学校と板倉中学

校は、９年間を通して育てたい資質・能力を、小学校の低学年（１、２年生）、中学年（３、

４年生）、高学年（５、６年生）、中学校と発達段階に合わせて４段階に分け、それぞれの段階

での「受容・共生の能力」「郷土や自己を愛する心」「自己表現力」の具体的な資質・能力（態

度）の内容を仮設定した。この一覧表は、各学校での実践のよりどころとなるものであるが、

完成したものではなく、中核校や協力校等での実践を通して、より最適な内容や表現になるよ

う随時改善していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  小        学      校 

学年 低学年 中学年 高学年 
中      学      校 

育てたい 

資質・能力 
具体的な資質・能力（態度） 

 

受容・共生

の能力 

・異なる地域の
生活や習慣に
関心をもち、違
いや共通点に
気付く。 

・異なる地域や
外国の生活や
習慣、文化を調
べ、それぞれの
違いや共通点
に気付き、認め
ることが出来
る。 

・異なる文化や
生活・習慣を調
べ、自国との違
いや共通点に
気付き、尊重し
ようとしている。

<他者理解> 
・多様な見方や考え方ができる。 
・他者の価値観を肯定しようとする。 
<異文化理解> 
・外国の文化を学び、その豊かさや良さを理解する。 
<共生> 
・個々の役割を考慮し、仲間を大切にし、思いやりの
ある言動がとれる。 
<主体性、柔軟性> 
・方法や考え方を見直して柔軟に対応できる。 

郷土や 

自己を 

愛する心 

・自分の家族や
周りの人の生活
や習慣に気付
く。 

・地域の人とか
かわりながら、
地域のよさにつ
いて調べること
により、自分の
郷土に対する理
解を深める。 

・地域および自
国の生活や習
慣、文化、伝統
を学ぶことを通
して、自分の郷
土に愛着をもつ
ことができる。 

<自国文化理解> 
・自国の文化や歴史について正しく理解することがで 
きる。 

<人権・生命の尊重> 
・かけがえのない自他の生命を尊重しようとする。 
<自己の確立> 
・自己の特性を知る。 
・自分らしさやよさを大切にし、誇りをもって（自尊感 
情）生きようとする。 

自己 

表現力 

・自分の思いや
考えが伝わるよ
うに、話したり表
現したりするこ
とができる。 
・身近な人々と
仲良くするため
の言葉や態度
を身に付けるこ
とができる。 

・調べたことや
自分の思いや
考えを相手に分
かりやすく表現
することができ
る。 
・様々な人々と
交流するための
言葉や態度を
身に付ける。 

・相手意識をも
って、分かりや
すく伝え合うた
めに工夫して表
現することがで
きる。 
・異なる文化を 
もつ人々と交流
するための言葉
や態度を身に
付けることがで
きる。 

・相手のある「伝達手段」としての基礎・基本を理解す
ることができる。 

・相手の立場を尊重しながら、自分の考えや意思を表
現する大切さを知る。 

・「話す」「聞く」「読む」「書く」ための基礎・基本を用い 
ながら、目的や場面に応じて、相手に分かるように伝
えることができる。 

・ＡＥＴとの学習を通して、異国の文化・伝統・生活習 
慣・言語に興味、関心をもつことができる。 

・相手の考えや意思を正しく受け止めることができる。
・言語を通して、国際理解（異文化理解）に努めようと 
する。 

「９年間を見通した国際（理解）教育で身に付けたい資質・能力一覧表」 ＊具体的な資質・能力（態度）は一部抜粋

日本のお正月飾りももちろん展示
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（２）中核校における国際教育推進全体構想図 
上述の「９年間を見通した国際（理解）教育で身に付けさせたい資質・能力一覧表」に基づ

き小・中学校が連携して国際教育推進を進めるために、また同時に、小中学校の実態や発達段

階に応じて研究を進めるために全体構想図を作成して、本年度の実践のよりどころとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）針小学校での主な実施内容 
   上記全体構想図に基づき、各教科・領域との関連を図りながら、各学年で授業を実施した。 

 

学年 教科 国際教育に関する指導のねらいと指導の概要 

１学年 生活科 単元名「いえのしごと」 

 アジアの子どもによる絵日記と児童の作文を題材に、自分たちの生活との相違点を考え

る。今までしてきたお手伝いについて発表し合いながら、自分の仕事に対する意欲を高める。

２学年 生活科 単元名「せかいのともだちにちょうせん」 

 担当ＡＬＴや担当外ＡＬＴのとのふれあい活動の中で、日本と外国との相違に気付く。ま

た、世界の遊びに意欲的に挑戦しながら世界にはいろいろな国や文化があることを知る。 

３学年 国語 単元名「世界の民話をしょうかいしよう」 

 自分の選んだ本について意見交流する。ペア活動を通して、相手に合わせてよりうまく伝

える発表方法を工夫したり、友だちの発表のよさを見つけたりしながら、コミュニケーショ

ンへの意欲やスキルを高める。  

４学年 算数 単元名「折れ線グラフ」 

 様々な数値を読みとったりグラフにしたりする活動。発展問題として、身近な地域や世界

各地の気温や降水量等の数値を課題に取り込むことにより、世界の自然環境に興味をもたせ、

国際的視野で物事を考えるきっかけとする。 

５学年 総合 単元名「世界のお米とわたし」 

 アメリカでの米の栽培や調理に興味・関心をもち、進んで話を聞いたり、質問したりする

ことを通して、自分でアメリカのお米や稲作を調べたいと思う気持ちを高める。また、上越

での米作りとの相違点についても様々な視点から考える。 

６学年 総合 単元名「世界の平和～自分も考えてみよう～」 

 難民のおかれている現状を知り、同じ子どもでありながら境遇に大きなちがいがあること

に気付く。また、自分の生活と対比させることで世界に目を向けさせながら、自分たちがで

きることは何かを考える。 

板倉中学校の全体構想図 針小の全体構想図 

 

 
 

 
＜研究の視点＞ 
地球的規模で「国際化」への動きが進む時代に生きる子どもたちにとり、国際関係や異文化を単に理解す

ることだけでなく、文化的多様性および相互依存性への認識を深めるとともに、違いを違いをとして認め、

受け入れ、尊重し、その上で差別や偏見をもたないよりよい人間関係を結ぶ姿が求められる。 
そのためには、子ども一人ひとりが外国の生活・習慣・文化等を理解、尊重するだけでなく、自国にも目

を向け、生まれ育つふるさとへの理解と愛着を語り、伝えることができなければならない。 
また、自分の意思や感情を伝え合うためにはコミュニケーション能力の育成を図っていく必要がある。言

葉で伝え合うには確かな国語力の伸長とともに、英語等の外国の言語に親しむことも必要である。非言語表

現では人とのふれあい、かかわりの多い生活科や総合的な学習の時間において、身振り、手振り等多様な非

言語コミュニケーション能力を培っていかなければならない。 

視点１ 
「ふるさとに学ぶ子」 
 
・板倉や日本に、古くからある

遊びを楽しむ。 
・自分の家族や周りの人の生

活、習慣に気づく。 
・板倉の季節的行事を知り、大

切にしようとする。 
・板倉の生活や習慣を基に、新

潟県や日本の風俗、風土、文
化、歴史を考える。 

視点２ 
「国際的視野をもつ子」 
 
・外国の遊びを楽しみながら、

国旗や国名に関心をもつ。 
・板倉、日本、世界の民話や童

話を読み比べる。 
・それぞれの地域や国の生活・

習慣を体験し、違いや共通点
に気づく。 

・戦争や飢餓など地球規模の課
題を知り、自分たちができる
ことを考える。 

視点３ 
「ふれあい、かかわる子」 

 
・学級の友だちと伝え合う。 
・ALT と言葉や身振りで通じ 
 る喜びを感じる。 
・自分と異なる意見を受け入れ
 ながら、共通点やよさを見つ
 けたり、相手の立場に立って
 考えたりしながら、自分の意
 思を決定する。 

研究主題     国際感覚を豊かにする子どもの育成 
―ふれあい、かかわりを深める生活科、総合的な学習の時間を中心に― 

目指す子ども像     人間尊重の心をもち、世界を広げる子 

育てたい資質・能力と視点 
○受容・共生する能力  → 視点１ 異文化理解・尊重 
○郷土や自己を愛する心  → 視点２ 郷土学習・発信 
○自己表現力      → 視点３ コミュニケーションスキル習得

上越市国際教育のねらい 
国際社会で自立・共生して心豊かに生きる児童の育成 

国際教育の全体構想  

  
 
 
＜研究の視点＞ 
異文化理解学習、郷土学習、コミュニケーションスキル習得学習の３つの視点から教育活動全

体を系統化した。また、他や異文化とかかわり合う場や体験活動、思いを共有する場を設定する。

そして、生徒の自己肯定感や相手を思いやる心、自己表現力を高めることで、国際社会で自立・

共生して心豊かに生きる生徒を育成することができるのではないかと考えた。 

目指す生徒像 
国際社会で自立・共生して心豊かに生きる生徒の育成 

育てたい資質・能力と視点 
○相手を思いやる受容・共生する能力  →視点１ 異文化理解学習 
○郷土や世界の文化を尊重する心    →視点２ 郷土学習 
○自己表現力とコミュニケーション能力 →視点３ コミュニケーションスキル習得学習 

コミュニケーション

スキル習得学習 異文化理解学習

 

多様な価値を理解し、認

め合う資質能力を育てる教

育活動 

 

自国や郷土の文化と伝統

を理解し、個人としての自尊

心をはぐくむ教育活動 

 

コミュニケーションへの

意欲を高め、基礎的なスキル

を身に付ける教育活動 

郷土学習 

国際教育の全体構想 

教育活動の視点 
 
 
 
 

研究主題 
知性と品性をもつ国際人の育成 
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   特に、総合的な学習の時間をはじめさまざまな教育活動で培ってきた伝え合う力をさらに 

  発展させ、身近なことから知らないことへと視野を広げ、進んで発信していこうとする態度 

の育成につながるような授業展開を工夫した。 

 
（４）板倉中学校での主な実施内容 

    カリキュラム開発のために、上記全体構想図に基づいて従来の教育活動を見直し、各領域と 
   教育活動の３つ視点との関連表を作成した。 
 

 異文化理解学習 

（受容・共生の能力） 

郷土学習 

（郷土や自己を愛する心） 

コミュニケーションスキル 

習得学習（自己表現力） 

○各教科で外国や日本の文化、外国と日本の結び付きを学習する。

各教科 ○各教科で他とかかわり合う活
動を実践し、受容・共生の能
力を育成する。 

 

○英語…基礎的な英会話の
習得 

○国語…伝え合う力の向上 
○技術・家庭科（技術分野）
…情報教育の充実 

総合 
○板倉区、周辺区の伝統・文化や郷土の偉人について学んだり、
外国人講師を招き、世界の文化を学んだりする活動を通して、
自他を知り、共に生きようとする姿勢を育てる。 

○発表場面 

道徳 

○同和・人権学習 
○国際平和、人類愛、公徳心、
友情、信頼、社会連帯の項目
にかかわる題材 

○郷土を愛する心、生命の尊
重、個性の伸長、理想の実現、
真理への愛の項目にかかわ
る題材 

○寛容、謙虚の項目にかかわ
る題材 

学級活動 
○学級づくり 
○人間関係調整能力を育成する
活動 

○自分を知る、自分の適性進路
を考えよう、自分に合った進
路先を選ぼう等自分にかか
わる内容 

 

学校行事 

○いじめ防止学習プログラムを
取り入れた学校行事（体育
祭・合唱祭） 

○１学年 宿泊体験学習 
○２学年 修学旅行 

○入学式、卒業式、始業式、終
業式 

○いじめ０スクール運動 
○生徒会入会式、部活動団結式

 

   
   
  
      上記関連表に基づき、生徒の国際感覚を育てる活動を中心にア～オを実施した。また、各教

科では、教科のねらいを大切にしながら、国際教育推進のための授業展開を工夫した。 
 
   ア 各教科・領域における国際教育推進の視点からの授業実施計画作成 
   イ 他とかかわり合う活動（学び合い、支え合い、認め合い）を取り入れた授業実践 
   ウ ＡＬＴと日本人英語教師及び日本人英語教師同士のＴＴによる英語指導の計画的実施 
   エ 国際教育先進校である愛知県東浦町立東浦中学校での視察 
   オ 上越教育大学の指導による総合的な学習の時間、特別活動の年間指導計画見直し 
    
  ＜年度途中で追加した実施内容＞ 
   ・多田孝志教授による生徒向け講演「国際社会に生きる日本人に求められる資質・能力とは」  
   ・国際協力ボランティア「風の会」による出張授業「国際教育って何だろう」 
   ・郷土学習の視点からの食に関する指導 
 
（５）協力校での主な実施内容 

    研究推進母体の上越市国際教育推進協議会全体協議会の立ち上げが年度途中であったこと 
もあり、協力校では年度当初計画した活動を国際教育の視点を加えて実践した。 

 
 ア 宮嶋小学校 

   福祉教育モデル地区としての実践内容に、国際教育で育成しようとする資質・能力を意識

しながら全学年で福祉施設訪問と郷土学習を実施した。 

  

１学年：老人福祉施設清心荘での劇と音読の発表  

２学年：祖父母の協力を得ながら育てた大根でのたくあん作り 

３学年：板倉区内の地域探検、名所旧跡調べと文化祭での発表 

４学年：郷土の水源及び排水の行方の調査をもとに、文化祭で水の役に扮した劇を発表 

 視点 
領域 

国際教育推進の視点と教育活動との関連表
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 ５学年：１年間を通した学校田の管理と収穫米の全校試食 

 ６学年：福祉施設での送迎用の車の清掃、車いす磨き、玄関清掃、文化祭での劇や合奏の発表 

 

いずれの学年も、自分たちにできることは何かを考えて行う経験を通して、職員や入所者と

進んでふれあうことの喜びを感じ、充実感を味わうことができた。 

 
 イ 山部小学校 
   ３学年と５学年が「食」に関する学習を行い、世界の食文化にふれる活動を実施した。３学

年は、地域に住む外国人を講師に招き、スリランカ料理とタイ料理について学習し、講師とと

もに実際に調理をして試食した。５学年は、年間指導計画に位置付けられた米料理を中心とし

た世界の食文化についての学習後に、中国人留学生を講師に招いて、 
お粥料理を実習して試食したり、中国詩や中国茶など代表的 
な文化について学習した。 

   子どもたちは、外国の方と一緒に活動したり一緒に食べた 
りすることにより、異文化の存在を知るだけでなく、その文 
化を尊重しようとする心が生まれた。ある児童は次のような 
感想を述べた。 

 
 
 
 
 
 
 ウ 豊原小学校 
   従来から５学年では総合的な学習の時間を中心に、春か 
  ら米作り体験を通して地域の農業と食を見つめる活動を実 

施している。国際教育の視点を加えて、２つの活動を実施 
した。１つめは、地域や祖父母の協力を得て、収穫を祝っ 
たり、郷土食である笹寿司を作ったりしながら、地域の伝 
統的な食文化にふれる活動を行った。２つめは、上越に住むフィリピンの方を講師に招いてフ

ィリピンの言葉や暮らし、米料理について学習し、一緒に調理も行った。独特の調味料とその

さじ加減など本場フィリピンならではの味を作り出し、みんなで味わった。 
子どもたちは、食に関する２つの学習を通して、似たような生活をしていても国によって食

事や生活様式に違いがあることを学びながら、自分たちの米文化を振り返るよい機会となった。 
 
 

４ 平成１８年度の実践から     
  
（１）今年度の主な成果 

    平成１８年度は従来の教育課程の中での事業展開であった。しかし、担当ＡＬＴや校区に在

住する外国の方だけでなく、上越市内の他の学校に配置されているＡＬＴを要請したり、校区

以外の地域に在住する外国の方など、従来よりも少し範囲を広げた人材を招聘したりすること

により、よりさまざまな人との出会いが可能となった。 

    また、各種分野で専門技術や経験をもっている講師の方から未知なる世界についての話を聞

きながら、自分たちの文化や習慣等を振り返ったりする活動を仕組むこと（異文化理解学習と

郷土学習とを別々のものとしてではなく総合的あるいは相補的なものとして捉えること）によ

り、より一層広い意味での異文化体験や自国や郷土の文化体験につながった。 

  

 

 

 

 

 

 

（前略）私は、この他にもタイのカレー作り、和食の良さについ

て学習しました。それぞれの国には，それぞれの国の良さや特ち

ょうがあることが分かり，これからもいろいろな事を調べて体験

してみたいと思いました。（下線は文責者による） 

○互いを認め合う心が必要とされてきていることを知りました。自分の良さも相手の良さも見つけること

 が大切なのだと思いました。 
○国際化するためには自国の歴史を知ることが大切だと思いました。そして自分の国の良い所を誰にでも

話せるようにしていきたいと思いました。（下線は文責者による） 

上：タイと日本のカレー比較 
下：中国の食文化についての学習
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  指導者による授業後のみとりや、上述の児童生徒の感想文等から、児童生徒の異文化や郷土

への関心の深まりと視野の広がりをみとることができる。また、そのような活動を通して、自

分の国や自分自身の良さを見つけようとする気持ちや、その良さを人に伝えようとする気持ち

が少しずつであるが児童生徒の中に芽生え始めたようである。 

 

（２）次年度に向けての課題 

一方、国際教育推進を意識した授業実践及び授業検討会を重ねる度に、「育てたい資質・能

力」に関する児童生徒の実態が明らかになり、重点化して指導すべき点が徐々に見えてきた。

また、体験で終わらないような授業展開を工夫してはいるものの、まだ体験の域を出ていると

は言えない面も多々あった。また、すでに計画された教育活動内での実施となったため、食文

化など比較的やりやすい分野での実践が多かった。今後は、「上越市学校教育実践上の重点構

造図」との整合性からも、環境教育、情報教育、健康教育、キャリア教育、そして人権・同和

教育などさまざまな分野と関連付けた授業実践を行う必要がある。 

 

そのためには、各分野での専門家、校区外の人材や自然環境など多様な教育資源を計画的に

活用することが理想である。しかし、授業担当者が個人で新たな教育資源や人材を探したり、

関係機関やその人材と交渉したりすることは現実的にはかなり難しい。そこで、各学校がこれ

までの授業実践や教育資源に関して情報を共有し、必要に応じて自校化して活用したり、また

気楽に授業参観したりできるような支援ネットワークの構築が求められる。 

 

そして、さまざまな分野と関連させながらの学習や活動を通して感じたことや考えたことに

ついて、児童生徒同士が話し合ったり、そこから生まれた新たな疑問や課題についてさらに追

求したりすることにより、今まで以上に広い視野で自分の見方や考え方、ひいては生き方を振

り返るような活動の場を設定する必要がある。 

 

はじめに述べたように、上越市の各学校は従来どおりに「国際理解教育」を実施しており、

今年度の「国際理解教育」の実施状況を市教育委員会へ報告している。その結果、「自校の児

童生徒の実態を把握した上で、国際社会で求められる資質・能力育成のために、国際教育の視

点から教育活動を見直すこと」「関連する教科・領域で国際教育の視点を加えた授業実践を行

うこと」が課題となった。そこで、「平成19年度学校教育実践上の重点／国際理解教育」では、

以下のように修正した。 

次年度は、板倉区はもちろんのことそれ以外の学校でも、下記の重点及び国際教育推進プラ

ンのねらいに基づいて「国際理解教育」を実施する。 

   
実践上の重点 実践の視点 主な実践内容 

異なる文化や多様な価値観を理解し認め

合う資質・能力を育てる教育活動の実施 

地域の人材や外国語指導助手（ＡＬＴ）等

の計画的活用 

自国や郷土の文化と伝統を理解し尊重す

る心をはぐくむ教育活動の実施 

自国や郷土の歴史、文化、伝統等にふれな

がら自己を振り返る学習活動の工夫 

国際理解教育 
        

自己の確立を 

図り、他と共生で

きる資質・能力を

育てる国際理解

教育の推進 

コミュニケーションへの意欲を高め、自 

他のよさを認め合い高め合い伝え合う教

育活動の実施 

小・中学校９年間を見通した国際理解教育

の全体計画の作成と実施 

 

 

以上のように、まだまだ課題の多い上越市国際教育推進プランではあるが、これまでの積み

重ねや今年度の実践を土台として、また先進地域から学んだことを上越流にアレンジしたり応

用したりしながら、一つ一つ確実に進めていきたい。 

 
 
（文責：上越市教育委員会学校教育課指導主事 阿部純子）  
 

「平成 19 年度学校教育実践上の重点」に位置付けられている「国際理解教育」の内容 
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 【参考１】２月末までの主な視察先 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
               

 
【参考２】上越市の推進プランイメージ図に基づき国際教育を進める際の３つの視点の関係図 

 
 
                  

 
 
 
 
 

国際教育を進める３つの視点の関係図 

 
 

視察先での真剣なまなざし 

＊本事業での視察 
・神奈川県藤沢市教育委員会 

   湘南台小学校 
 ・神奈川県国際交流協会 
・大阪府豊中市教育委員会 

   上野小学校・第十一中学校 
 ・とよなか国際交流協会 
・大阪府池田市教育委員会 
・兵庫県神戸市教育委員会 

   本山第一小学校       

 
＊学校独自の視察 
・愛知県東浦町立東浦中学校 


